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国際物流戦略チーム国際物流戦略チーム 今後の取組今後の取組(2014(2014--2015)2015)についてについて

■国際物流戦略チームでは、これまで3回にわたって提言や取組の方針をとりまとめてきた。
・2007年3月24日 「提言2007」
・2009年3月10日 「提言2009」年 月 提言 」
・2012年3月14日 「国際物流戦略チーム 今後の取組」

■前回改定から 国際物流戦略チ ムの取組に大きな進捗が見られたことに加え 国際物流戦略チ ム■前回改定から、国際物流戦略チームの取組に大きな進捗が見られたことに加え、国際物流戦略チーム
を取り巻く状況が急速に変化している。
例えば・・・
・ 新関西国際空港株式会社の設立（2012.4）新関 国際 港株 社 設 （ ）
・FedExによる北太平洋地区ハブの開設(2012.5発表、2014年春操業開始予定)
・神戸、大阪港埠頭株式会社の特例港湾運営会社の指定(2012.10)及び運営開始(2012.12)
・関西イノベーション総合特区の第2次計画認定(2012.7)、及び第3次計画認定(2012.9)
「総合物流施策大綱2013 2017」の制定・「総合物流施策大綱2013-2017」の制定

■このため、本年度の本部会合において、国際物流戦略チームの取組の方針について改めて議論し、「今
後の取組(2014-2015)」としてとりまとめたい。( )
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国際物流戦略チーム国際物流戦略チーム 「今後の取組「今後の取組(2014(2014--2015)2015)」＜概要＞」＜概要＞
改定のポイント

・ 「総合物流施策大綱2013-2017」や国際物流シンポジウムにおける議論を踏まえ、国際物流
を取り巻く現状と課題を記載。
・具体の取組は達成/未達成を判別しやすいよう記載・具体の取組は達成/未達成を判別しやすいよう記載。
・活動の方向性として以下を提言。
（１）「集貨」「創貨」「通貨」に向けた取組の推進
（２）民間のノウハウを活用した効率的なインフラ運営

「国際物流戦略チーム」の活動の方向性

（２）民間のノウハウを活用した効率的なインフラ運営
（３）産学官の連携強化

（１）「集貨」「創貨」「通貨」に向けた取組の推進
国際物流の活性化により関西地域の産業競争力を強化するため、西日本をはじめとする我が
国発着貨物を集める「集貨」、新しい貨物を創る「創貨」、アジア太平洋の貨物の流れを呼ぶ
「通貨」の取組を進める。

（２）民間のノウハウを活用した効率的なインフラ運営
「民」の視点を国際物流インフラの運営に導入し、よりユーザーニーズに対応した低コストで高
質なサービスを実現できる仕組みを構築する。

（３）産学官の連携強化
国際物流の現場で生じる課題の収集や施策の立案と効率的な実施に向け、国策としての成長
戦略 が主導的な役割を担 関 地域 実情を踏ま た 組を産官学が連携 進
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戦略は国が主導的な役割を担いつつ、関西地域の実情を踏まえた取組を産官学が連携して進
める。



国際物流戦略チーム国際物流戦略チーム 「今後の取組「今後の取組(2014(2014--2015)2015)」＜概要＞」＜概要＞

■改定案の骨子改定案 骨
１．前文
２．国際物流を取り巻く現状と課題
３．「国際物流戦略チーム」の活動の方向性
（１）「集貨」「創貨」「通貨」に向けた取組の推進
（２）民間のノウハウを活用した効率的なインフラ運営

■改正前の骨子

骨子

（２）民間のノウハウを活用した効率的なインフラ運営
（３）産学官の連携強化

４．「国際物流戦略チーム」における具体の取組
（１）事業者による新たな取組の開拓・支援
○「阪神港利用促進プロジェクト（仮称）」
○「関空物流 ビジネスモデル促進事業

１．前文

２．「国際物流戦略チーム」の活動の方向性
（１）国際物流の動向を踏まえた活動の必要性
（２）地球温暖化対策の動向を踏まえた活動の必要性 ○「関空物流ニュービジネスモデル促進事業」

○「ALL関西「食」輸出推進事業」
（２）特区制度の活用
１）国家戦略特区の活用
２）国際戦略総合特区制度の充実・深化

（２）地球温暖化対策の動向を踏まえた活動の必要性
（３）大規模地震対策の活動の必要性

３． 「国際物流戦略チーム」の取り組むべき課題と具体の取組
（１）国際物流の戦略的な強化の推進

）総合的な物流機能強化に向けた戦略と取組 （３）国際コンテナ戦略港湾「阪神港」の機能強化
○港湾運営会社の経営統合
○阪神港への集荷
○インランドポート

（４）関西国際空港の機能強化

１）総合的な物流機能強化に向けた戦略と取組
①関西地域における総合的な国際物流戦略の策定
②ITを活用した効率的なSCMの構築

③阪神圏における港湾、空港、道路の広域的な経営に向けた枠組み
の検討 （４）関西国際空港の機能強化

○FedEXの拠点整備
○医薬品輸送の高品質化
○エアライン・フォワーダーの誘致

（５）総合的な物流機能強化
1)港湾 空港の連携強化

２）国際コンテナ戦略港湾としての阪神港の機能強化等
①国際コンテナ戦略港湾・阪神港の目標達成に向けた支援
②国際コンテナ戦略港湾を含めた大阪湾諸港のさらなる連携の推進
③日本海側のゲートウェイ機能強化策の検討、策定

３）国際航空物流関係 1)港湾・空港の連携強化
①道路ネットワークの形成
②Sea&Air

2)国際物流を取り巻く多様なニーズへの対応
①地球温暖化対策

３）国際航空物流関係
①貨物ハブ空港実現に向けた関空の機能強化
②新たなビジネスモデルの開拓支援

４）道路ネットワーク関係
（２）CO2等環境対策
（３）大阪湾地域のBCP策定 ②大規模地震等への対応

③日本海側ゲートウェイ機能の強化

（３）大阪湾地域のBCP策定
４．組織体制のあり方

3
赤字部分：新規追加事項



【【
参
考

参
考
】】

2
0
1
1

2
0
1
1
年
度
版
「
今
後
の
取
組

に
お
け
る
主
な
取
組

年
度
版
「
今
後
の
取
組

に
お
け
る
主
な
取
組

2
0
1
1

2
0
1
1
年
度
版
「
今
後
の
取
組
」
に
お
け
る
主

な
取

組
年
度
版
「
今
後
の
取
組
」
に
お
け
る
主

な
取

組

4

【【
参
考

参
考
】】
関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総
合
特
区

関
西
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際
戦
略
総
合
特
区

①
我

が
国

産
業

の
中

枢
を

担
う

世
界

ト
ッ

プ
レ

ベ
ル

の
産

業
と

関
西

の
自

治
体

が
そ

の
区

域
を

越
え

て
一

体
と

な
っ

て
取

り
組

む
特

区
。

②
世

界
水

準
の

豊
富

な
地

域
資

源
の

活
用

と
徹

底
し

た
選

択
と

集
中

に
よ

り
、

特
区

事
業

を
実

施
す

る
区

域
と

し
て

設
定

し
て

い
る

。
③

2
0
1
3
年

9
月

現
在

、
全

国
ト

ッ
プ

の
5
9
件

が
認

定
さ

れ
た

。関
西

国
際

戦
略

総
合

特
区

の
拠

点
イ

メ
ー

ジ京
都

市
内

（
京

都
大

学
）

重
点

的
に

取
り

組
む

6
つ

の
タ

ー
ゲ

ッ
ト

北
大

阪
・
彩

都
地

区
（
医

薬
品

、
医

療
機

器
、

先
端

医
療

技
術

、
先

制
医

療
、

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

）
播

磨
科

学
公

園
都

市
（
S
P

ｒｉｎ
ｇ
8
等

）

京
都

市
内

（
京

都
大

学
）

（
医

薬
品

、
医

療
機

器
、

先
端

医
療

技
術

、
先

制
医

療
）

重
点

的
に

取
り

組
む

6
つ

の
タ

ゲ
ッ

ト
で

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

①
医

薬
品

②
医

療
機

器

け
い

は
ん

な
学

研
都

市
（
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

神
戸

医
療

産
業

都
市

（
医

療
機

器
、

先
端

医
療

技
術

、
先

制
医

療
）

大
阪

駅
周

辺
地

区
（
医

療
機

器
、

先
制

医
療

、
バ

ッ
テ

リ
ー

、
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

等
）

②
医

療
機

器
③

先
端

医
療

技
術

（
再

生
医

療
等

）
④

先
制

医
療

⑤
バ

ッ
テ

リ
ー

阪
神

港
ア

ジ
ア

等
海

外
市

場
展

開

（
ス

マ
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

）

夢
洲

・
咲

洲
地

区
（
医

療
機

器
、

バ
ッ

テ
リ

ー
、

ス
マ

ー
ト

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

等
）

⑥
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

関
西

国
際

空
港

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
出

を
支

え
る

国
際

物
流

分
野

と
し

て

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
拠

点

物
流

拠
点

国
際

コ
ン

テ
ナ

戦
略

港
湾

「
阪

神
港

」
、

関
西

国
際

空
港

の
機

能
強

化
を

推
進

す
る

。

物
流

拠
点

5



【【
参
考

参
考
】】
特
例
港
湾
運
営
会
社
に
よ
る
効
率
的
な
港
湾
運
営

特
例
港
湾
運
営
会
社
に
よ
る
効
率
的
な
港
湾
運
営

六
甲

ア
イ

ラ
ン

ド

神
戸

港
神

戸
港

夢
洲

地
区

大
阪

港
大

阪
港

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

（
R

F
1
～

3
）

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(R
W

B
,R

C
4
～

7
)

フ
ィ

ー
ダ

ー
バ

ー
ス

(R
S

B
C

)

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

（
R

F
1
～

3
）

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(R
W

B
,R

C
4
～

7
)

フ
ィ

ー
ダ

ー
バ

ー
ス

(R
S

B
C

)

ポ
ー

ト
ア

イ
ラ

ン
ド

2
期

夢
洲

地
区

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(P
C

1
3
～

P
C

1
8

P
I-

I･J
コ

ン
テ

ナ
埠

頭
(P

C
1
3
～

P
C

1
8

P
I-

I･J

(R
S
-
B

,C
)

(R
S
-
B

,C
)

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(C
1
0
～

1
2
)

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(C
1
0
～

1
2
)

六
甲

ア
イ

ラ
ン

ド
地

区
夢

洲
地

区

咲
洲

地
区

(P
C

1
3
～

P
C

1
8
,P

I
I

J
,

フ
ィ

ー
ダ

ー
バ

ー
ス

(P
I-

L
)

共
同

デ
ポ

(P
C

1
3
～

P
C

1
8
,P

I
I

J
,

フ
ィ

ー
ダ

ー
バ

ー
ス

(P
I-

L
)

共
同

デ
ポ

コ
ン

テ
ナ

埠
頭

(C
1
～

4
,8

,9
, K

F
1
,2

）
コ

ン
テ

ナ
埠

頭
(C

1
～

4
,8

,9
, K

F
1
,2

）
ポ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
地

区

咲
洲

地
区

フ
リ

埠
頭

(R
2

5
)

フ
リ

埠
頭

(R
2

5
)

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(R
2
～

5
)

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(F
7
,8

)フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(F
3
～

5
)

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(R
2
～

5
)

フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(F
7
,8

)フ
ェ

リ
ー

埠
頭

(F
3
～

5
)

＜
神
戸
港
埠
頭
株
式
会
社
（
旧
神
戸
港
埠
頭
公
社
）
＞

＜
大
阪
港
埠
頭
株
式
会
社
（
旧
大
阪
港
埠
頭
公
社
）

＞

※
改

正
前

港
湾

法
第

５
５

条
に

基
づ

く
貸

付
契

約
が

あ
る

埠
頭

等
に

つ
い

て
は

対
象

外

港
港

平
成
２
３
年

４
月

１
日

埠
頭
公
社
を
株
式
会
社
化

平
成
２
４
年
１
０
月
１
７
日

特
例
港
湾
運
営
会
社
に
指
定

平
成
２
４
年
１
２
月
２
８
日

運
営
を
開
始

港
港

平
成
２
３
年

４
月

１
日

埠
頭
公
社
を
株
式
会
社
化

平
成
２
４
年
１
０
月
１
７
日

特
例
港
湾
運
営
会
社
に
指
定

平
成
２
４
年
１
２
月
２
８
日

運
営
を
開
始

平
成
２
７
年
ま
で
に
両
社
が
経
営
統
合

6

【【
参
考

参
考
】】
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送
の
強
化

国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
輸
送
の
強
化

・
近

畿
地

方
整

備
局

及
び

神
戸

市
は

、
欧

米
基

幹
航

路
へ

の
輸

送
に

お
い

て
、

西
日

本
港

湾
か

ら
釜

山
港

な
ど

東
ア

ジ
ア

主
要

港
で

積
み

替
え

ら
れ

近
畿

地
方

整
備

局
及

び
神

戸
市

は
、

欧
米

基
幹

航
路

の
輸

送
に

お
い

て
、

西
日

本
港

湾
か

ら
釜

山
港

な
ど

東
ア

ジ
ア

主
要

港
で

積
み

替
え

ら
れ

て
い

る
コ

ン
テ

ナ
貨

物
を

、
国

際
コ

ン
テ

ナ
戦

略
港

湾
「
阪

神
港

」
へ

と
転

換
す

る
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
中

。
・
近

畿
地

方
整

備
局

で
は

、
当

該
モ

デ
ル

事
業

を
平

成
２

３
年

８
月

よ
り

開
始

し
て

お
り

、
取

り
扱

っ
た

コ
ン

テ
ナ

数
は

、
約

２
万

６
千

T
E
U

（
平

成
２

５
年

３
月

末
現

在
）
で

あ
り

、
今

年
度

は
約

８
万

T
E
U

を
目

標
に

し
て

い
る

。

阪神
水島

広島

徳山

釜山
阪神

水島
福山

広

徳山

北
米

釜山
神

高松

島

今治

島
下松

北九州

神

高松

島
山今治

広島
岩国

下松

北九州
大分

博多
大分

博多

松山
州

北
米

欧
州

州

欧
州

新
規

輸
送

網
の

構
築

を
目

指
し

た
タ

ー
ゲ

ッ
ト

は
西

日
本

港
湾

発
着

の

分
志布志

分
志布志

細島

新
規

輸
送

網
の

構
築

を
目

指
し

た
内

航
フ

ィ
ー

ダ
ー

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

タ
ゲ

ッ
ト

は
西

日
本

港
湾

発
着

の
海

外
で

積
み

替
え

ら
れ

て
い

る
貨

物

事
業

の
内

容

○
我

が
国

発
着

貨
物

を
民

間
企

業
や

港
湾

管
理

者
と

の
協

働
の

も
と

、
国

際
コ

ン
テ

ナ
戦

略
港

湾
に

集
約

し
、

積
み

替
え

を
行

う
物

流
構

造
に

転
換

す
る

。

○
具

体
的

に
は

、
国

際
コ

ン
テ

ナ
戦

略
港

湾
へ

の
フ

ィ
ー

ダ
ー

機
能

の
抜

○
具

体
的

に
は

、
国

際
コ

ン
テ

ナ
戦

略
港

湾
の

フ
ィ

ダ
機

能
の

抜
本

的
な

強
化

を
図

る
べ

く
、

新
規

に
内

航
航

路
を

立
ち

上
げ

、
広

域
か

ら
の

貨
物

集
約

を
進

め
る

。
西

日
本

内
航

フ
ィ

ー
ダ

ー
合

同
会

社
の

大
型

船
「
エ

メ
ラ

ル
ド

」

※
西

日
本

内
航

フ
ィ

ー
ダ

ー
合

同
会

社
と

は
、

港
運

業
者

７
社

の
出

資
に

よ
り

設
立

さ
れ

た
合

同
会

社
で

あ
り

、
平

成
２

３
年

５
月

よ
り

運
航

を
開

始
し

、
西

日
本

諸
港

か
ら

阪
神

港
へ

の
集

荷
を

行
っ

て
い

る
。

7



・
内

陸
部

か
ら

の
集

荷
を

促
進

す
る

施
策

と
し

て
、

阪
神

港
へ

の
コ

ン
テ

ナ
貨

物
の

陸
上

輸
送

コ
ス

ト
削

減
を

目
指

す
イ

ン
ラ

ン
ド

ポ
ー

ト
実

証
実

験
を

成
年

月
か

ら
開

始

【【
参
考

参
考
】】
イ
ン
ラ
ン
ド
デ
ポ
実

証
実

験
イ
ン
ラ
ン
ド
デ
ポ
実

証
実

験

【
現

状
】

験
を

平
成

2
4
年

1
0
月

か
ら

開
始

。
・
結

果
の

検
証

、
改

善
策

を
講

じ
な

が
ら

、
本

格
事

業
実

施
へ

の
移

行
を

目
指

す
。

【
実

証
実

験
】

阪
神
イ
ン
ラ
ン
ド

コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
（
滋
賀
）

荷
主

(輸
入

)
荷

主
(輸

出
)

荷
主

(輸
出

)
返

却

コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
（
滋
賀
）

荷
主

(輸
入

)
(輸

出
)

阪
神

港

(輸
出

)

阪
神

港
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
・
輸

出
入

荷
主

間
の

空
コ

ン
テ

ナ
の

融
通

・
貨

物
の

保
管

･コ
ン

テ
ナ

へ
の

積
込

、
積

出

(
)

実
入

り
コ

ン
テ

ナ
実

入
り

コ
ン

テ
ナ

等
を

行
う

コ
ン

テ
ナ

蔵
置

場

・
空

コ
ン

テ
ナ

の
輸

送
距

離
大

→
物

流
コ

ス
ト

大
、

環
境

負
荷

大
・
空

コ
ン

テ
ナ

の
輸

送
距

離
小

→
物

流
コ

ス
ト

削
減

、
環

境
負

荷
減

少

空
コ

ン
テ

ナ
空

コ
ン

テ
ナ

実
験

期
間

平
成

2
4
年

1
0
月

～
平

成
2
6
年

3
月

（
予

定
）

設
置

場
所

滋
賀

県
野

洲
市

内

実
証

実
験

の
概

要

・
ト

レ
ー

ラ
ー

が
阪

神
港

に
流

入
→

渋
滞

の
発

生
・
ト

レ
ー

ラ
ー

の
出

入
回

数
減

→
渋

滞
の

解
消

■
現

地
写

真

設
置

場
所

滋
賀

県
野

洲
市

内

施
設

規
模

約
5
,0

0
0
㎡

（
当

初
約

3
,0

0
0
㎡

）

要
件

阪
神

港
を

利
用

す
る

コ
ン

テ
ナ

貨
物

8

【【
参
考

参
考
】】
医
薬
品
輸
送
の
取
組

医
薬
品
輸
送
の
取
組

徹
底

し
た
温

度
管

理
が
可

能
な
日

本
の
空

港
初

の
医

薬
品

専
用

共
同

定
温

庫
の
整

備
・
保

冷
ド
ー
リ
ー
設

置
特

色
あ
る
物

流
拠

点
と
し
て
、
更

な
る
空

港
機

能
の
価

値
を
向

上
！

関
西

空
港

に
お
け
る
医

薬
品
の
輸

入
額
と
輸

入
額

全
体
に
占
め
る
シ

ア
医

薬
品

専
用

共
同

定
温

庫
(K
IX

M
e
d
ica)

関
西

空
港

に
お
け
る
医

薬
品
の
輸

入
額
と
輸

入
額

全
体
に
占
め
る
シ
ェ
ア

輸
入

額
総

額
：

２
兆

9
,3
7
9
億

円

医
薬

品
専

用
共

同
定

温
庫

(K
IX
-
M
e
d
ica)

2
0
1
0
年

9
月

3
0
日

運
用

開
始

【
施

設
概

要
】

◆
最

大
取

扱
量

：
約

1
,2
0
0
t/
月

◆
管

理
温

度
帯

：
2
0
℃

・
約

6
5
0
㎡

5
℃

・
約

1
0
0
㎡

【
特

徴
】

・
医

薬
品

専
用

の
2
0
℃

（
6
5
0
㎡

）
5
℃

（
1
0
0
㎡

）
の
定

温
管

理
・
施

設
内

で
の
荷

捌
き
も
可

能
な
十

分
な
広

さ
・
定

温
コ
ン
テ
ナ
充

電
器

完
備

・
航

空
機

へ
の
直

接
搭

載
可

能
な
立

地

保
冷

ド
リ

保
冷

ド
ー
リ
ー

2
0
1
2
年

8
月

～
運

用
開

始

【
特

徴
】

・
高

さ
1
6
0
㎝
ま
で
の
パ
レ
ッ
ト

9

高
さ
1
6
0
㎝
ま
で
の
パ
レ
ッ
ト

L
D
3
コ
ン
テ
ナ
の
運

搬
が
可

能
・
航

空
機

⇔
上

屋
間

の
温

度
管

理
が
可

能
に
。



【【
参
考

参
考
】】
医
薬
品
輸
送
の
取
組

医
薬
品
輸
送
の
取
組

✈
医

薬
品

専
用

共
同

定
温

庫
・
保

冷
ド
ー
リ
ー
を
利

用
し
た
更

な
る
品

質
向

上
を
目

的
と
し
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策

定
✈

全
国

に
先

駆
け
た
「
薬

監
証

明
電

子
化

」
の
取

組
（
2
0
1
3
年

4
月

～
）

に
よ
る
世

界
最

高
水

準
の
ク
ー
ル
チ
ェ
ー
ン
（
温

度
管

理
）
の
構

築
へ

2
0
1
3
年

4
月

運
用

開
始

（
3
月

1
1
日

よ
り

試
験

運
用

）

1
0

【【
参
考

参
考
】
『
】
『
食食
』』
輸
出
事
業
の
取
組

輸
出
事
業
の
取
組

・
単

県
の
取

組
か
ら
A
L
L
関

西
へ
の
取

組
へ
→

関
係

機
関

と
「
食

」
輸

出
戦

略
会

議
・
委

員
会

の
立

ち
上

げ
・
民

間
事

業
者

の
「
食

」
輸

出
事

業
を
行

政
・
地

元
自

治
体

と
一

丸
と
な
り
サ
ポ
ー
ト

国
際

物
流

戦
略

国
際

物
流

戦
略

チ
ー
ム

◆
2
0
0
5
年

（
平

成
1
7
年

）
5
月

発
足

◆
メ
ン
バ
ー
：
産

（
関

経
連

、
大

阪
商

工
会

議
所

ほ
か
）
・
学

（
神

戸
大

学
名

誉
教

授
ほ
か
）
・
官

（
総

務
省

、
経

産
省

、
国

交
省

ほ
か
、

関
係

自
治

体
）
か
ら
6
0
機

関
程

度

A
L
L
関

西
「
食

」
輸

出
戦

略
会

議
◆

メ
ン
バ

（
公
社
）
関
西
経
済
連
合
会

大
阪
商
工
会
議
所

関
西
国
際
空
港
全
体
構

関
空

物
流

連
携

効
率

化
推

進
協

議
会

、
関

空
物

流
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
評

価
委

員
会

◆
メ
ン
バ
ー
：
（
公
社
）
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商
工
会
議
所
、
関
西
国
際
空
港
全
体
構

想
促

進
協

議
会

、
新

関
西
国

際
空
港

㈱
、
近

畿
農
政

局
、
近

畿
経

産
局
、
近
畿

運
輸
局

、
J
E
T
R
O
大
阪
本
部
、
中
小
機
構

近
畿
、
関
西
地
域
振
興
財
団連
携

関
空

物
流
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
評

価
委

員
会

◆
メ
ン
バ
ー
：
（
公

社
）
関

西
経

済
連
合

会
、
大

阪
航

空
局
、
近

畿
地

方
整
備

局
、
近

畿
運

輸
局

、
新

関
西

国
際

空
港
㈱

連
携

A
L
L
関

西
「
食

」
輸

出
推

進
委

員
会

◆
2
0
1
2
年

5
月

立
ち
上

げ
◆

メ
ン
バ

：
（
公
社
）
関
西
経
済
連
合
会

大
阪
商
工
会
議
所

関
西

国
際

空
港

全
体

構
想

促
進

協
議

会
新

関
西

国
際

空
港

㈱

連
携

連
携

◆
メ
ン
バ
ー
：
（
公
社
）
関
西
経
済
連
合
会
、
大
阪
商
工
会
議
所
、
関

西
国

際
空

港
全

体
構

想
促

進
協

議
会

、
新

関
西

国
際

空
港

㈱

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

ア
ド
バ
イ
ス

報
告

1
1

関
西

・
食

・
輸

出
推

進
事

業
協

同
組

合
（
関

空
物

流
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・

Ａ
Ｌ
Ｌ
関

西
「
食

」
輸

出
推

進
事

業
認

定
事

業
者

）

各
自

治
体

協
力

機
関

関
係

事
業

者
大

使
館

J
E
T
R
O



【【
参
考

参
考
】
『
】
『
食食
』』
輸
出
事
業
の
取
組

輸
出
事
業
の
取
組

・
「
国

内
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
底

上
げ
」
「
海

外
販

路
拡

大
」
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
の
改

善
」
を
総

合
的

に
サ
ポ
ー
ト

・
「
食

」
輸

出
に
か
か
る
ス
テ
ー
ク
ス
ホ
ル
ダ
ー
と
連

携
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確

立

1
2

【【
参
考

参
考
】
『
】
『
食食
』』
輸
出
事
業
の
取
組

輸
出
事
業
の
取
組

1
3



～
関

西
「
食

」
輸

出
推

進
事

業
協

同
組

合
の
設

立
（
2
0
1
3
年

8
月

2
9
日

設
立

）
～

【【
参
考

参
考
】
『
】
『
食食
』』
輸
出
事
業
の
取
組

輸
出
事
業
の
取
組

関
西

食
」
輸

出
推

進
事

業
協

同
組

合
の
設

立
（
2
0
1
3
年

8
月

2
9
日

設
立

）

・
日

本
初

！
「
食

」
輸

出
の
み
を
手

掛
け
る
事

業
協

同
組

合
を
設

立
！

（
委

員
会

と
連

携
強

化
！

）
⇒

多
品

目
の
商

品
提

案
、
コ
ス
ト
削

減
を
行

い
、
新

た
な
流

通
ル
ー
ト
を
生

み
出

す
！

1
4

【【
参
考

参
考
】
『
】
『
食食
』』
輸
出
事
業
の
取
組

輸
出
事
業
の
取
組

1
5



【【
参
考

参
考
】】
関
西
物
流
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
認
定
事
業

関
西
物
流
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
認
定
事
業

1
6

【【
参
考

参
考
】】
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
北
太
平
洋
地
区
ハ
ブ

フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
北
太
平
洋
地
区
ハ
ブ

≪
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス

北
太
平
洋
地
区
ハ
ブ
の
概
要
≫

フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
北
太
平
洋
地
区
ハ
ブ
は
、
西
日
本
地
域
の
貨
物
取
扱
と
、
北
ア
ジ
ア
か
ら
集
約
し
た
貨
物
を

米
国

向
け
に
発

送
す
る
た
め
の
拠

点
米

国
向

け
に
発

送
す
る
た
め
の
拠

点
。

・
延

べ
床

面
積

：
約

2
5
,0
0
0
㎡

・
業

務
内

容
：

通
関

業
務

・
ラ
ン
プ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
仕

分
け
・
積

み
替

え

・オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
：

2
4
時
間

・
運

用
開

始
時

期
：

2
0
1
4
年

春
頃

北
太

平
洋

地
区

ブ
の
イ
メ

ジ
図

北
太

平
洋

地
区

ハ
ブ
の
イ
メ
ー
ジ
図

北
ア
ジ
ア

北
ア
ジ
ア

米
国

米
国

関
空

（
K
IX
）

北
太

平
洋

地
区

ハ
ブ

北
ア
ジ
ア

北
ア
ジ
ア

米
国

米
国

1
7



【【
参

考
参
考
】】

高
規

格
幹

線
道

路
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
規

格
幹

線
道

路
等

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成

平
成

2
1

2
1
～

平
成

～
平

成
2
5

2
5
年

度
供

用
（
予

定
）

年
度

供
用

（
予

定
）

近
畿

自
動
車
道
敦
賀
線

敦
賀

港

近
畿

自
動
車
道
敦
賀
線

小
浜
西
ＩＣ

～
小
浜
ＩＣ

、
L
=
約
1
1
.5
km

平
成
2
3
年
7
月
1
6
日
供
用

中
部
縦
貫
自
動
車
道

勝
山
ＩＣ

～
大
野
ＩＣ

、
L
=
約
7
.8
km

平
成
2
5
年
3
月
2
4
日
供
用

京
都
縦
貫
自
動
車
道

大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ

ＩＣ
大
枝
ＩＣ

L
約
9
8
k

舞
鶴

港

阪
神

高
速

道
路

8
号

京
都

線
鴨

川
東

～
上

鳥
羽

、
L
=
約

1
.9
km

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

和
田
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
ＩＣ

～
八
鹿
氷
ノ
山
ＩＣ

、

L
約
1
3
7
k

大
山
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
ＩＣ

～
大
枝
ＩＣ

、
L
=
約
9
.8
km

平
成
2
5
年
4
月
2
1
日
供
用

第
二
京
阪
道
路

枚
方
東
ＩＣ

～
門

真
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
L
=
約
1
6
.9
km

中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取
線

平
成
2
3
年
3
月
2
7
日
供
用

L
=
約
1
3
.7
km

平
成
2
4
年
1
1
月
2
4
日
供
用

方
真

平
成
2
2
年
3
月
2
0
日
供
用

神
戸

空
港

東
播

磨
港

姫
路

港

大
阪

国
際

空
港

京
奈
和
自
動
車
道

橿
原
高
田
ＩＣ

～
御
所
ＩＣ

阪
神

港

佐
用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
大
原
ＩＣ

、

L
=
約
1
0
.9
km

平
成
2
2
年
3
月
2
8
日
供
用

阪
神
高
速
道
路
3
1
号
神
戸
山
手
線

関
西

国
際

空
港

阪
南

港

橿
原
高
田
ＩＣ

～
御
所
ＩＣ

、

L
=
約
3
.7
km

平
成
2
4
年
3
月
2
5
日
供
用

阪
神

港
阪
神
高
速
道
路
3
1
号
神
戸
山
手
線

神
戸
長
田
～
湊
川
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
L
=
約
1
.8
km

平
成
2
2
年
1
2
月
1
8
日
供
用

第
二
阪
和
国
道

阪
神

高
速

道
路

6
号

大
和

川
線

三
宅
西
～
三
宅
JC

T
L
=
約
0
6
km

和
歌

山
下

津
港

有
田

港

箱
ノ
浦

ラ
ン
プ
～

淡
輪

ラ
ン
プ
、
L
=
約

2
.8
km

平
成
2
3
年
3
月
2
6
日
供
用

平
成
2
1
年
度
供
用

凡
平
成
2
2
年
度
供
用

京
奈
和
自
動
車
道

高
野
口
ＩＣ

～
紀
北
か
つ
ら
ぎ
ＩＣ

、
L
=
約
4
.0
km

平
成
2
4
年
4
月
2
2
日
供
用

三
宅
西
～
三
宅
JC

T
、
L
=
約
0
.6
km

平
成
2
5
年
供
3
月
2
1
日
供
用

1
8

白
浜

空
港

凡例
平
成
2
4
年
度
供
用

平
成
2
2
年
度
供
用

平
成
2
3
年
度
供
用

平
成
2
4
年
4
月
2
2
日
供
用

阪
神

高
速

道
路

2
号

淀
川

左
岸

線
島
屋
～
海
老
江
JC

T
、
L
=
約
4
.3
km

平
成
2
5
年
5
月
2
5
日
供
用

平
成
2
5
年
度
供
用

平
成
2
5
年
度
供
用
予
定

京
奈
和
自
動
車
道

紀
北
か
つ
ら
ぎ
ＩＣ

～
打
田
IC
、
L
=
約

1
2
.9
km

平
成
2
5
年
度
供
用
予
定

産
業

・
経

済
の

物
流

拠
点

が
集

積
す

る
大

阪
湾

周
辺

地
域

の
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

ミ
ッ

シ
ン

グ
リ

ン
ク

解
消

【【
参
考

参
考
】】

大
阪
湾
周
辺
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
阪
湾
周
辺
地
域
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

産
業

経
済

の
物

流
拠

点
が

集
積

す
る

大
阪

湾
周

辺
地

域
の

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ク
の

ミ
ッ

シ
ン

グ
リ

ン
ク

解
消

①
淀

川
左

岸
線

延
伸

部
(
約

1
0
k
m
)

・
H
6
年
1
2
月

地
域
高
規
格
道
路
の
候
補
路
線
に
指
定

①
阪

神
高

速
道

路
（
淀

川
左

岸
線

）
新

名
神

高
速

道
路

H
 
6
年
1
2
月

地
域
高
規
格
道
路
の
候
補
路
線
に
指
定

・
H
1
6
～
H
1
8

Ｐ
Ｉ
（
ﾊ
ﾟ
ﾌ
ﾞ
ﾘ
ｯ
ｸ
・
ｲ
ﾝ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾌ
ﾞ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
）
実
施

・
H
2
4
年
7
月

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
着
手

②
大

阪
湾

岸
道

路
西

伸
部

(
約

2
1
k
m
)

②

⑤

②
阪

湾
岸

道
路

伸
部

(
約

)
・
H
 
6
年
9
月

8
期

都
市
計
画
決
定
(
長
田
区
～
垂
水
区
)

・
H
 
7
年

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
区
間
指
定

・
H
2
1
年
3
月

9
期

都
市
計
画
決
定
(
東
灘
区
～
長
田
区
)

②③
京

奈
和

自
動

車
道

(
大

和
北

道
路

)
③

①
④

京
奈

和
自

動
車

道
（
国

道
2
4
号

大
和

北
道

路
）

③
京

奈
和

自
動

車
道

(
大

和
北

道
路

)
(
約

1
2
.
4
k
m
)

・
H
2
0
年
3
月

奈
良
県
、
4
月
京
都
府

都
市
計
画
決
定

・
H
2
1
年
3
月

平
成
2
0
年
度
新
規
事
業
化

6
.
3
k
m

奈

③
③

②
名

神
高

速
道

路
（
名

神
湾

岸
連

絡
線

）

大
阪

湾
岸

道
路

西
伸

部

(
奈
良
I
C
～
大
和
郡
山
J
C
T
)

④
名

神
湾

岸
連

絡
線

(
約

4
k
m
)

・
H
1
0
年
1
2
月

地
域
高
規
格
道
路
の
調
査
区
間
に
指
定

H
2
5
年
8
月

計
画
段
階
評
価
着
手

④

②
（
名

神
湾

岸
連

絡
線

）

・
H
2
5
年
8
月

計
画
段
階
評
価
着
手

⑤
新

名
神

高
速

道
路

（
大

津
J
C
T
～

城
陽

J
C
T
間

約
2
5
k
m
、

八
幡
J
C
T～

高
槻

JCT
間

約
1
0
k
m
)

⑤

1
9

出
典

：
近

畿
地

方
整

備
局

資
料

八
幡
J
C
T～

高
槻

JCT
間

約
1
0
k
m
)

・
H
1
5
年
1
2
月

抜
本
的
見
直
し
区
間
に
設
定

・
H
1
8
年

2
月

交
通
状
況
等
を
見
て
改
め
て
着
工
の
判
断

・
H
2
4
年

4
月

事
業
許
可



【【
参

考
参

考
】】

国
際

物
流

基
幹

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
状

況
（
国

際
コ
ン
テ
ナ
車

通
行

支
障

区
間

）
国

際
物

流
基

幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
状

況
（
国

際
コ
ン
テ
ナ
車

通
行

支
障

区
間

）

国
道

国
道

2
7

2
7号号

後
瀬

山
、

勢
浜

、
加

斗
ト

ン
ネ

ル
後

瀬
山

、
勢

浜
、

加
斗

ト
ン

ネ
ル

（
空

間
高

不
足

）
（
空

間
高

不
足

）

事
業

：
近

畿
自

動
車

道
敦

賀
線

国
際

物
流

基
幹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

国
際

物
流

基
幹

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

国
道

国
道

2
50

2
50号号

網
干

大
橋

（
耐

荷
重

不
足

）
網

干
大

橋
（
耐

荷
重

不
足

）

事
業

：
国

道
2
5
0
号

網
干

大
橋

事
業

期
間

：
H

1
6
～

H
19

H
1
9
年

度
解

消
済

み
H

2
3
年

度
解

消
済

み

国
道

国
道

1
61

1
61号号

事
業

近
畿

自
動

車
道

敦
賀

線
事

業
期

間
：
H

8
～

H
2
3

供
用

：
H

2
3
年

7
月

1
6日

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

解
消

：
H

2
3
年

7
月

供
用

：
H

1
9
年

7
月

3
1日

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

解
消

：
H

1
9
年

1
2
月

補
強

工
事

完
了

後
の

網
干

大
橋

国
道

国
道

号号

疋
田

ト
ン

ネ
ル

（
幅

員
狭

小
）

疋
田

ト
ン

ネ
ル

（
幅

員
狭

小
）

事
業

：
国

道
1
6
1
号

愛
発

除
雪

拡
幅

事
業

期
間

：
H

1
5
～

H
26

府
道

大
阪

中
央

環
状

線
府

道
大

阪
中

央
環

状
線

鳥
飼

大
橋

（
耐

荷
重

不
足

）
鳥

飼
大

橋
（
耐

荷
重

不
足

）
国

道
国

道
2
7

2
7号号

椿
ト

ン
ネ

ル
（
空

間
高

不
足

）
椿

ト
ン

ネ
ル

（
空

間
高

不
足

）
H

2
0
年

度
解

消
済

み
H

2
1
年

度
解

消
済

み

事
業

：
府

道
大

阪
中

央
環

状
線

鳥
飼

大
橋

事
業

期
間

：
H

1
3
～

H
22

供
用

：
H

2
2
年

2
月

2
7日

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

解
消

：
H

2
2
年

2
月

※
ス

ー
パ

ー
中

枢
港

湾
に

係
わ

る
ボ

ト
ル

ネ
ッ

ク
箇

所

事
業

：
国

道
2
7
号

美
浜

東
バ

イ
パ

ス
事

業
開

始
：
H

3
～

H
2
1

供
用

：
H

2
1
年

3
月

2
9日

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

解
消

：
H

2
1
年

3
月

4
0
0
0

椿
ト

ン
ネ

ル
北

側
鳥

飼
大

橋

2
0

7
0
0
0 3
5
0
0

3
5
0
0

【【
参
考

参
考
】】
高
速
道
路
の
有
効
活
用
・
機
能
強
化
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
有
効
活
用
・
機
能
強
化
に
つ
い
て

「
高

速
道

路
の
有

効
活

用
・
機

能
強

化
に
関

す
る
計

画
」
に
基

づ
き

「
高

速
道

路
の
有

効
活

用
・
機

能
強

化
に
関

す
る
計

画
」
に
基

づ
き
、

平
成
２
５
年
６
月

新
規
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
連
結
許
可
（
三
方
Ｐ
Ａ
、
中
川
原
、
和
歌
山
南
）

＜
社

会
実

験
＞

●
平

成
2
1
年

3
月

2
5
日
以

前
連
結

許
可

全
国

：
５

０
箇

所
う

ち
近

畿
地

整
：

１
箇

所
供

用
中

供
用

中

凡
　

　
　

例

＜
利

便
増

進
計

画
＞

●
平

成
2
1
年

6
月

3
0
日
連

結
許
可

全
国

：
１

９
箇

所
う

ち
近

畿
地

整
：

４
箇

所
●
平

成
2
3
年

3
月

1
日

連
結
許

可
全

国
：

８
箇

所
う

ち
近

畿
地

整
：

０
箇

所

事
業

中

今
回

許
可

箇
所

供
用

中

事
業

中

調
査

中

ス
マ

ー
ト

IC

S
A

・
P

A

既
設

・
計

画

IC
等

高
規

格
幹

線
道

路

□
□

□

2
1

●
平

成
2
4
年

4
月

1
7
日
連

結
許
可

全
国

：
１

７
箇

所
う

ち
近

畿
地

整
：

３
箇

所
●
平

成
2
5
年

6
月

1
1
日
連

結
許
可

全
国

：
３

５
箇

所
う

ち
近

畿
地

整
：

３
箇

所
和

歌
山

県



【【
参
考

参
考
】】
環

境
に
や
さ
し
い
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
物

流
効

率
化

の
推

進
環

境
に
や
さ
し
い
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や
物

流
効

率
化

の
推

進
○

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
に

よ
る

、
グ

リ
ー

ン
物

流
の

普
及

・
促

進
を

図
る

べ
く
、

平
成

2
0
年

度
よ

り
グ

リ
ー

ン
物

流
セ

ミ
ナ

ー
（
海

運
版

）
、

（
鉄

道
版

）
を

そ
れ

ぞ
れ

開
催

。

○
平

成
年

度
に

い
て

も
鉄

道
版

セ
ミ

ナ
を

1
1
月

日
に

開
催

海
運

版
セ

ミ
ナ

を
月

に
開

催
予

定
○

平
成

2
4
年

度
に

つ
い

て
も

鉄
道

版
セ

ミ
ナ

ー
を

1
1
月

2
6
日

に
開

催
、

海
運

版
セ

ミ
ナ

ー
を

2
月

に
開

催
予

定
。

関
西
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議
（

18
年

1
月
設
置
）

○
目

的
：

関
西
に
お
い
て
、
物
流
分
野
に
お
け
る
C
O
2
排
出
削
減
に
向
け
た
荷
主
企
業
と
物
流
事
業
者
の
連
携
、
協
働
に
よ
る

取
組
を
支
援
し
、
グ
リ
ー
ン
物
流
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業
の
普
及
・
促
進
を
図
る
。

○
構

成
：

学
識
経
験
者
・
経
済
団
体
・
荷
主
団
体
・
物
流
団
体
・
地
方
公
共
団
体
・
関
係
機
関
の
委
員

○
会

長
：

長
坂
悦
敬
（
甲
南
大
学

経
営
学
部
教
授
）

○
事
務
局

近
畿
運
輸
局

神
戸
運
輸
監
理
部

近
畿
経
済
産
業
局

○
事
務
局

：
近
畿
運
輸
局
・
神
戸
運
輸
監
理
部
・
近
畿
経
済
産
業
局

ググ
リリ

ーー
ンン

物物
流流

セセ
ミミ

ナナ
ーー

荷
主

企
業

、
物

流
事

業
者

向
け

に
、

海
運

・
鉄

道
へ

の
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

推
進

を
テ

ー
マ

と
し

た
「
グ

リ
ー

ン
物

流
セ

ミ
ナ

ー
」
を

開
催

。
実

践
企

業
に

よ
る

事
例

紹
介

や
施

設
、

荷
役

の
見

学
等

を
実

施
。

○
鉄

道
版

平
成

２
４

年
１

１
月

２
６

日
開

催
参

加
人

数
：78

団
体

、132
名

）

2
2


	10 【資料4-1】今後の取組(2014-2015)について
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